
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  平成 ２６年 ５月 ３０日 

学校名  福井市足羽中学校   

校長氏名  小林 美佐子    

 

１ 今年度の目標（学校の約束）  

①足羽地区の環境、地球環境について学習します。 

 ②水や電気、紙などの資源を大切に使います。 

③ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

 

２ 取組内容 

①環境学習 

・エネルギーと環境について理解を深める授業を行う。 

・地域（文殊山）の動植物を観察する。 

②省エネルギー・省資源の取り組み 

・環境委員会による校舎見回りを中心に、使用していいない教室や廊下、トイレなどの照明をこまめ

に消す。 

・手洗いや掃除の時の水の使い方に気をつけ、水道の蛇口を確実に閉める。 

・片面を使用した紙で、可能なものは裏面を利用する。 

・環境委員会が毎月の電気使用量や節電効果などを集会で発表する。 

③ごみ減量・リサイクルの取り組み 

・地域のごみ分別ルールに従って分別する。 

・不要になった紙はリサイクルボックスに入れ、ごみが少なくなるように工夫する。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

②の取り組みで、資源には限りがあり、大切に使用することで長く資源を有効に使えることを理解する。

（有限性） 

集会の発表では、本校の電気使用量などをクイズ形式にして問うことで、全校生徒に省エネルギーの必

要性を意識させ、協力する力を身につける。（多面的・総合的・協力） 



様式第２号                                                   （提出日）平成２７年１月３０日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名     足羽中学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①足羽地区の環境、地球環境について学習します。 

 ②水や電気、紙などの資源を大切に使います。 

③ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

①環境学習 

・文殊山の自然観察会を実施し、鳥や水生昆虫などの動物と植物を観察し、生態や環境との関わりに

ついて学習しました。 

 

 

②省エネルギー・省資源の取り組み 

・環境委員会では校舎見回り、節電や節水を呼びかけ、使用して

いない教室や廊下、トイレなどの照明をこまめに消しました。 

・各教室の照明スイッチに「節電」シールを貼り、手洗い場には

節水のポスターを掲示しました。 

・環境委員会が、生徒の節電や節水などに対する意識や実態、各

月の電気使用量や節電効果をクイズをまじえて集会で発表しました。 

 

 

③ごみ減量・リサイクルの取り組み 

・不要になった紙はリサイクルボックスに入れ、ごみが少なくなるように工夫しま

した。 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

②の各取り組みでは、資源には限りがあり、大切に使用することで資源を長く有効に使えることを理解

することができました。（有限性） また、本校の省エネルギーに対する意識や毎月の電気使用量などの

実態を集会で全校生徒に知らせ、クイズを出して考えてもらう活動を通して、一人一人に省エネルギー

の必要性を意識させ、協力する力を身につけることができました。（多面的・総合的・協力） 
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 【具体的効果】 

①地域の自然環境に愛着を持ち、自然環境を大切にしようとする意識が育ってきています。 

②生徒一人一人が節電や節水を意識するようになり、照明の消し忘れが減り、水道の閉め忘れは全

く見られないようになりました。省エネの意識が定着してきています。 

③ゴミ箱にはプリントなどの紙類がほとんど見られないようになり、回収するゴミが少なくなりま

した。紙は裏側まで使用することが当たり前になってきており、いろいろな物を大切にする意識

が高まっています。 

【改善点】 

・環境委員会任せにならないよう、一人一人が参加でき、環境に対する意識を高められるような活

動を考えていきたい。 

・環境の現状について、生徒が話し合ったり、意見を出したりする場をつくり、自分たちでできる

活動を企画し、実施できるようにしていきたい。 


